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芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ   石神の丘から 64 

 

 

平成２６年 

１２月６日（土）～２３日（火・祝） 
 

展示会場：石神の丘美術館 

開館時間：９:００～１７:００（入場は１６:３０まで） 

休 館 日：毎週月曜日 

［主 催］岩手町秋祭り実行委員会／岩手町立石神の丘美術館 

写真／百年祭記念山車「八岐大蛇」 （撮影・岩手町企画商工課） 

今年も残すところわずかとなりました。私にとって今年は変化の年で

した。大きなできごとが二つあったのです。 

一つめは、盛岡復興支援センターのセンター長を退任したことです。

同センターは 2011 年 7 月 11 日に盛岡市によって開設されました。一

般社団法人 SAVE IWATEが運営を受託し、副代表だった私が「1年間

だけ」とセンター長を引き受けましたが、結局、3年間つとめたことに

なります。 

盛岡には東日本大震災で大きな被害を受けた沿岸から 700 世帯が避

難しています。その方たちの支援拠点として、センターは物資支援を皮

切りに、個別訪問や情報提供、学習支援、サロン活動など多彩な支援活

動を行ってきました。これらの活動の成果として、現在までのところ盛

岡では避難者の孤立死・自殺といったことが一件も起きていません。こ

れは特筆すべきことです。復興にはほど遠い状況での退任でしたが、い

ろいろな意味で潮時を迎えたのだと思っています。 

二つめはオートバイを乗り換えたことです。復興支援センター長を辞

め、ツーリングを楽しもうと思った矢先に BMW／R1150ロードスター

が大きな故障に見舞われてしまいました。小型のオートバイが１台買え

るくらいの修理代がかかるため、思いきって買い換えることにしたので

す。死ぬまで乗り続けようと思っていた相棒との別れはちょっとつらい

ものがありましたが（なにしろ、13 年間で 6 万キロあまりを一緒に旅

してきましたから）、これもまた潮時だったのかもしれません。 

新しい相棒は白いタンクのホンダ CB1100です。私のオートバイ・ラ

イフはあと 10 年くらいでしょうから、これが最後の相棒となるでしょ

う。 

そんなわけで、冬の一日、来年のツーリング計画をあれこれ考えて過

ごしています。 



   

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

石神の丘美術館芸術監督・斎藤純による芸術講座 

ククララシシッックク音音楽楽  ははじじめめのの一一歩歩  
～第 4回 ヴァイオリン協奏曲を聴こう～ 

クラシックの花形楽器であるヴァイオリンを主役にした 

ヴァイオリン協奏曲には名曲がたくさんあります。 

バロック時代から現代の作品まで、ヴァイオリン協奏曲の歩みを振り返りつつ 

代表的な作品を聴きます。 

私と一緒にクラシック音楽という豊かな世界の扉をあけてみましょう。 

いったん入ってみれば、こんなに楽しい世界はありません。 

◆日時：平成２６年１２月１３日（土） １３：３０～１５：００ 

◆場所：石神の丘美術館ホール 《聴講無料》 

その年の豊作を祝い、毎年１０月初旬に開催される｢岩手町秋まつり

（沼宮内稲荷神社例大祭 通称：沼宮内まつり）｣。人形や造花などで

飾られた南部風流山車が町内を練り歩き、郷土芸能の沼宮内駒踊

り､五日市獅子踊り､沼宮内七ッ踊りや北上川清流太鼓も参加し、まつ

りを盛り上げます。 

現存する最も古い写真による風流山車の記録は大正二年。それを

基準とすると、山車が奉納されるようになって、およそ百年となります。 

この展覧会では、大正二年から現在までの新町組、大町組、の組、

愛宕組、ろ組の山車写真等を紹介し、沼宮内における風流山車の歴

史を振り返ります。 

平成２６年 

１２月６日（土） 

～２３日（火・祝） 

展示会場：石神の丘美術館 

開館時間：９:００～１７:００ 

休 館 日：毎週月曜日 

観 覧 料：無料 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

年末年始も 

道の駅を 

ご利用ください 

道の駅/レストラン「石神の丘」は、

年内１２月３０日(火)１８時まで、年明

けは１月２日（金）９時(レストランは 

１０時３０分)より営業いたします。 

年末年始のお買い物、ご休憩にど

うぞご利用ください。 

〇ふるさとのお土産品を買うなら 

「道の駅・産直施設」 
〇初詣のご休憩・お食事には 

「レストラン石神の丘」 
〇３６５日２４時間休憩 

「道路情報休憩施設」 

岩手町の小学生対象／ようこそ美術館事業 

 

 

岩手町の小学生のみなさん。冬休みの 1日を美術館ですごしませんか？ 

展覧会を見学して、屋外展示場を「動物の足跡さがしトレッキング」。 

ランチのあとは、「動く？！ふわふわヒツジ」をつくるよ。窓ガラスにお絵かきもしちゃおう！ 

＊＊＊ 講演会 ＊＊＊ 

沼宮内山車 

歴代演題から見えてくること 

講師：山屋賢一氏 
（岩手県立博物館学芸員） 

日時：１２月１４日（日）１３:３０～ 

会場：石神の丘美術館ホール 

《聴講無料》 

日    時：平成２７年1 月 7日（水） ９：３０集合～１５：００終了 

集合場所：石神の丘美術館 

対    象：岩手町内の小学生 15名 

         ＊参加申し込みは１２月６日（土）午前９時から先着順で受付けます 

         *下記へ電話で申し込みください 定員に達したら締め切ります 

参 加 費：1,000 円（保険、昼食、講座材料代） 

         ＊参加費は、１２月２３日（火・祝）までにお支払いください 

持 ち 物：雪あそびできる服装（帽子、手袋、防寒着 自分で脱ぎ着できるもの）、 

ハンカチ、ティッシュ、水筒（肩からさげられるもの） 

《お問い合わせ・申し込み》 石神の丘美術館 ＴＥＬ.0195-62-1453 

レストラン石神の丘特製 

おおせせちち  
地元の食材をたくさんつかった、ちょっと

洋風なおせち料理で新年を迎えません

か。ただいま予約受付中です。 

１２月３１日(水)午前１１時～午後３時にレ

ストラン石神の丘店頭にてお引渡しとなり

ます。(岩手町内のみ配達可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真は昨年のおせち料理です 

３段重/４人前 

１５,７００円［税込］ 


